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商　店　街　ニ　ュ　ー　ス （２）第号（昭和年月日第三種郵便物認可）平成年月日（毎月日発行）

第条　次の事項は、総組合員の半数以上が出席し、その議決権の３分の２
以上の多数による議決を必要とする。
（１）　定款の変更
（２）　組合の解散又は合併
（３）　組合員の除名
■特別の議決　組合の組織運営に関する重要事項の決定については、特別の
議決方法によらなければならない場合がある。この特別議決は、総組合員の
半数以上が出席し、その議決権の３分の２以上の多数による議決を必要とす
る。本条第１号から第３号に掲げられている事項については、定款をもって
しても緩和することは許されない。
　このほか、新設合併の場合における設立委員の選任（第条第３項）につ
いても特別議決としなければならない。
商法の準用１．総会招集の決定
　総会の招集は、本法で特別に招集に関して規定してある場合以外は、常に
理事会において決定されなければならない。
　振興組合法における特別の規定は、組合員が行政庁の承認を得てみずから
招集する場合（第条）のみである。本条における総会は、組合が成立した
後の総会、すなわち、通常総会及び臨時総会を意味するから、創立総会とは
関係がない。
　理事会の決定を経ずに代表理事が独断で招集した総会は、一応有効に成立
するが、その総会の決議は、後述する取消しの訴え（商法第条準用）の
対象となる。たとえ行政庁が総会を招集すべきことを組合に命令（第条）
した場合でも、代表理事は、理事会の決定によって招集手続をしなければな
らない。
２．総会の延期又は続行の決議（商法第条準用）
　総会においては、総会の延期又は続行の決議を行うことができる。
　総会の延期とは、総会の開会後会議の目的たる事項についての議事に入ら
ないで総会を延期することであり、総会の続行とは、議事に入ったが審議が
終らないので総会を後日に続行することである。いずれも、その総会は同一
性を保ちながら継続するから、改めて開催手続を必要とせず、議決された日
時に当然再開することとなる。
３．議事録の作成
　総会の議事については、議事録を作成しなけばならない。
★総会が開催された日時及び場所（当該場所に損しない役員又は組合員が総
会に出席をした場合における当該出席の方法）
★総会の議事の経過の要領及びその結果
★法第条３項、５項に掲げる意見又は発言の内容の概要
★総会に出席した役員の氏名
★総会の議長の氏名
★議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名
　議事録には、議事の経過の要領とその結果を記載し、
　議事録を作成せず、又はこれに記載すべき事項を記載せず、若しくは不実
の記載をしたときは、１万円以下の過料（第条第６号）。
４．総会の決議の取消しの訴え（商法第条～条準用）、不存在若しく
は無効確認の訴え（商法第条準用）
　総会の開催手続、公告期間、内容等又は議決の方法が法令・定款に違反し
ているか著しく不公平であった場合、議決の内容が定款に違反した場合、議
決について特別利害関係人の議決権が行使されたことによって、著しく不当
な議決がなされた場合は、組合員又は理事は３カ月以内に限りその議決取り
消しの訴えを提起することができる。
　また、議決が実際に行われなかった場合又は議決の内容が法令に違反した
場合は、議決不存在確認の訴え又は議決無効確認の訴えを提起することがで
きる。この場合、訴えの提起者及び提起期間については制限されない。
■理事会の議事録の作成方法等（第条）
　「議事録が書面で作成されているときは、出席理事がこれに署名し、又は
記名押印しなければならない」とされ、「署名」のみで差し支えないことが
明示されたが、従来どおり「記名押印」でも差し支えない。
■代表理事（第条の５）
　理事会は、理事の中から代表理事を選定しなければならない。
■定款その他の書類の備置き及び閲覧等（第条）
　組合は、定款、規約、組合員名簿並びに総会・理事会議事録等を事務所に
備え置き、業務取扱時間内はいつでも、組合員及び組合の債権者が閲覧・謄
写の請求をした場合には、正当な理由がないのにこれを拒むことができない。
■会計帳簿等の作成及び閲覧等（第条）
　組合が適時に、正確な会計帳簿を作成しなければならない。
　総組合員の分の１（分の１を下回る割合を定款で定めた場合にはその
割合。この割合は別掲のように、来年４月からはさらに分の３に引き下
げ）以上の同意を得た組合員は、組合の業務取扱時内はいつでも会計帳簿の
閲覧・謄写を請求することができ、組合は、正当な理由がないのにこれを拒
むことはできない。
　閲覧・謄写の対象となるのは、会計帳簿が書面をもって作成されていると
きはその書面の、電磁的記録をもって作成されているときはその記録された
事項を表示したものである。
■総会の議事録の作成方法等（第条の３）
　総会の議事について、議事録を作成しなければならないことが明示された。
　総会の議事録は、省令により、①書面又は電磁的記録をもって作成するこ
と②総会が開催された日時及び場所（当該場所に存しない理事、監事又は組
合員が総会に出席した場合における当該出席の方法を含む）③議事の経過の
要領及びその結果④出席した理事又は監事の氏名⑤議長の氏名⑥議事録作成
に係る職務を行った理事の氏名を記載することとされた。

　このうち、②の括弧内については、総会場所に存しない理事、監事又は組
合員がインターネット、テレビ、電話等により出席した場合には、その出席
方法を記載することになる。
　なお、総会の議事録に従来要求されていた「議長及び出席理事の署名（記
名押印）」は不要となった。ただし、前述の理事会議事録同様、あくまでも
組合の現行定款に規定する記載事項を充足するように作成しなければならな
いし、代表理事の登記申請等の場合も、その選任に係る総会議事録について
は、出席した役員は記名押印しておく措置が必要である。
１．「事業運営の規律強化」
　会社法の施行を踏まえ、組合の自治運営が効果的に機能するために、組合
運営全般の見直しが行われ、組合全般を対象とした措置を講じるとともに、
組合員数に着眼して一定の規模以上の組合を対象とした措置を講じた。
（１）員外監事制度の導入（第条関係）
　組合員数（連合会の場合：所属員）の総数が政令で定める基準（人以
上を想定）を超える組合（以下「大規模組合」という）においては、監事の
うち１人以上は、当該組合員又は当該組合員たる法人の役員もしくは使用人
以外のものであって、かつ、その就任の前５年間当該組合又はその子会社の
取締役、会計参与、執行役もしくは使用人でなかったものでなければならな
いものとする。
（２）役員の資格要件の創設（第条の３関係）
　会社法の規定に違反し、刑の執行から２年を経過しない者等が役員となる
ことを禁止する。
（３）役員の任期の変更（第条関係）
　役員の任期は、２年以内において定款に定める期間とし、監事の任期は、
４年以内において定款で定める期間とする。また、「任期伸長規定」が明示
されたことから、定款に任期伸長規定を置けば、任期を２年としておき、さ
らに２年を超える通常総会集結時まで任期を伸長することが可能となった。
（４）監事への業務監査権限の付与等（第条の３関係）
　監事は理事の職務の執行を監査するとともに、監査報告を作成しなければ
ならないとする一方で、大規模組合以外は、定款において監事の権限を会計
に限定できるものとする。【大規模組合：業務監査権限の付与義務】
（５）理事、監事及び組合員の権利義務に関する規定の整備（第条の３関
係）
　監事が業務監査を行う組合においては、理事は、組合に著しい損害を及ぼ
すおそれのある事実を発見した場合は監事に報告しなければならず、また、
６カ月以上継続して組合員である者は、理事が法令違反等の行為をするおそ
れがある場合において、組合に著しい損害が生ずるおそれがあるときは、理
事に対し当該行為の差止請求をすることができるものとする。
（６）監査権限限定組合における理事、組合員等の権利義務に関する規定の
整備（第条の３関係）
　監事が会計監査のみを行う組合（以下「監査権限限定組合」という）にお
いては、理事は、組合に著しい損害を及ぼすおそれのある事実を発見した場
合は組合員に報告しなければならず、また、６カ月以上継続して組合員であ
る者は、理事が法令違反等の行為をするおそれがある場合において、組合に
著しい損害が生ずるおそれがあるときは、理事に対し当該行為の差止請求を
することができるものとする。
（７）監事に対する理事会議事録への署名の義務づけ（第条関係）
　理事会へ出席した監事に理事会議事録への署名を義務付けるものとする。
（８）監査権限限定組合における組合員の権利に関する規定の整備（第条
関係）
　監査権限限定組合においては、理事が組合の目的の範囲外の行為その他法
令もしくは定款に違反する行為をし、又はするおそれがあると認められると
きには、組合員が理事会を招集できることとし、理事会の開催を請求した組
合員は理事会に出席し、意見を述べることができるものとする。
（９）理事と組合の利益相反取引の制限（第条関係）
　理事が自己又は第三者のために組合と取引しようとするとき又は組合と当
該理事との利益が相反する取引をしようとするときは、理事会において、当
該取引について重要な事実を開示し、その承認を受けなければならないもの
とする。
（）役員の損害賠償責任の免除に関する規定の整備（第条から第条の
３まで関係）
　役員の損害賠償責任については、役員が善意・無過失の場合においては、
免除額をあらかじめ定め、理事会の決議によって当該免除額を限度として免
除することができる旨を定款で定めることができるものとする。
（）決算関係書類等に関する規定の整備（第条関係）
　組合は、決算関係書類及び事業報告書を作成し、作成した時から年間保
存しなければならないこととするとともに、監事の監査並びに理事会及び通
常総会の承認を受け、その日の２週間前から５年間主たる事務所（従たる事
務所にあっては３年間）に備え置くものとする。
（）会計帳簿の保存及び閲覧請求に関する規定の整備（第条関係）
　組合は、会計帳簿の閉鎖の時から年間、その会計帳簿及びその事業に関
する重要な資料を保存しなければならないものとするとともに、組合員は、
その総数の分の３以上の同意を得て組合に対して会計帳簿の閲覧等をす
ることを可能とする。
（）総会における理事及び監事の説明義務（第条の２関係）
　理事及び監事は、総会において、組合員から特定の事項について説明を求
められた場合には、当該事項について必要な説明をしなければならないもの
とする。
（）余裕金の運用制限（第条の２関係）
　大規模組合は、業務上の余裕金を法律で定める方法によるほか運用しては
ならないものとする。
（）会計原則に関する規定の整備（第条の３関係）
　組合の会計は、一般公正妥当と認められる会計の慣行に従うものとする。
２．「共済事業（保険事業）の健全な運営の確保」（第条関係）
　商店街振興組合は、共済契約を締結する場合には、組合員その他の共済契
約者の保護に欠けるおそれが少ないと認められるもの（見舞い的な水準）に
限り、締結することができるものとする。
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重
点
を
置

き
、
客
単
価
向
上
と
高
齢
者

の
外
出
を
促
進
②
店
舗
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
の
利
用
③
一
般
企
業
へ
の

弁
当
配
達
で
売
上
増

な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た

事
例
を
踏
ま

え
て
の
買
物
弱
者
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
と
し
て
、
事
業
を
ど

う
立
ち
上
げ
る
か
、
ど
う
継

続
／
横
展
開
す
る
か
、
事
業

者
・
行
政
・
住
民
が
ど
う
役

割
分
担
す
る
か

に
つ
い

て
も
解
説
し
て
い
る
。

　
詳
細
は
、
経
済
産
業
省
の

Ｈ
Ｐ（http://www.meti.go.j

p/policy/economy/distributi
on/150430_manual.pdf

）
で

も
閲
覧
で
き
る
。

　
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
火
災
予
防
対
策
の
充
実
強

化
を
図
る
た
め
、
火
災
予
防

条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
①
火
気
使
用

器
具
等
を
使
用
す
る
場
合
の

消
火
器
準
備
②
火
気
使
用
器

具
等
を
使
用
す
る
露
店
等
を

開
設
し
よ
う
と
す
る
場
合
の

届
出

が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
消
火
器
を
備
え
ま
し
ょ
う

！　
多
数
の
者
の
集
合
す
る
催

し
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し

た
場
合
、
迅
速
な
初
期
消
火

が
極
め
て
重
要
で
す
！
調
理

用
器
具
や
発
電
機
な
ど
の
火

気
使
用
器
具
等
を
使
用
す
る

際
に
は
消
火
器
を
備
え
ま
し

ょ
う
！
　
※
複
数
の
露
店
等

で
共
同
し
て
備
え
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

▼
露
店
等
の
開
設
を
届
け
出

ま
し
ょ
う
！

　
露
店
等
で
安
全
に
火
気
使

用
器
具
等
を
使
用
す
る
た
め

に
、
３
日
前
ま
で
に
消
防
署

長
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
！
　

※
催
し
の
主
催
者
や
露
店
等

の
代
表
者
が
複
数
の
露
店
等

の
開
設
を
届
け
出
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
東
京
消
防
庁

予
防
部
防
火
管
理
課
指
導
係

　
柳
内
・
青
木
☎
０
３
・
３

２
１
２
・
２
１
１
１
（
内
線

５
１
２
５
）
ま
で

◇
今
後
の
商
店
街
が
目
指
す

べ
き
方
向
性

　
▼
活
用
で
き
そ
う
な
地
域

の
特
徴
・
強
み
　
「
お
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
充
実
し

て
い
る
こ
と
」が
最
も
多
く
、

全
体
の
半
数
の
商
店
街
が
挙

げ
て
い
る
。
次
い
で
「
治
安

が
良
い
こ
と
」
「
公
共
交
通

機
関
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
」
な
ど

　
▼
現
在
、
連
携
し
て
い
る

他
の
団
体
　
「
町
会
・
自
治

会
」が
最
も
多
く

・
７
％
、

次
い
で
「
他
の
商
店
街
」
が


・
２
％
、
「
小
中
高
校
」

が

・
３
％
、
「
区
市
町
村

等
の
行
政
機
関
」
が

・
０

％
、
「
地
域
住
民
や
地
域
団

体
」
が

・
３
％
と
続
く

　
▼
今
後
、
連
携
し
て
い
き

た
い
他
の
団
体
　
「
町
会
・

自
治
会
」
が
最
も
多
く

・

１
％
、
「
他
の
商
店
街
」
が


・
３
％
、
「
地
域
住
民
や

地
域
団
体
」
が
９
・
１
％

　
▼
商
店
街
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
活
動
　
「
防

犯
・
防
災
（
消
防
・
警
察
な

ど
と
の
連
携
、
防
災
啓
発
事

業
等
）
」
が

・
６
％
で
最

も
多
く
、
「
地
域
資
源
活
用

（
神
社
・
仏
閣
な
ど
の
活
用
、

町
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連

携
等
）」が

・
６
％

◇
商
店
街
調
査
か
ら

見
た
「
今
後
の
商
店

街
活
性
化
の
方
向

性
」

　
「
地
方
や
外
国
の

商
店
・
飲
食
店
等
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
誘
致
」
の
割
合
が
最
も
高

く
、
次
い
で
「
空
き
店
舗
等

を
活
用
し
た
公
益
的
機
能

（
休
憩
所
、
情
報
拠
点
等
）

の
整
備
」
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
」
「
託
児

所
や
児
童
館
な
ど
の
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
商
店
街
へ

の
誘
致
」
な
ど

※
個
店
と
の
比
較

「
専
門

性
を
持
っ
た
診
療
所
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
商
店
街
へ
の
誘

致
」
へ
の
関
心
が
低
い
。

※
区
民
と
の
比
較

「
商
店

街
内
の
複
数
の
店
舗
と
連
携

し
た
移
動
販
売
・
配
送
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
」
と
「
創
業
・

企
業
家
の
活
動
拠
点
の
誘

致
」
へ
の
関
心
が
低
い
。

◇
個
店
調
査
か
ら
見
た
「
今

後
の
商
店
街
活
性
化
の
方
向

性
」

　
「
空
き
店
舗
等
を
活
用
し

た
公
益
的
機
能
（
休
憩
所
、

情
報
拠
点
等
）
の
整
備
」
に

つ
い
て
、
全
体
の
半
分
が

「
非
常
に
関
心
が
あ
る
」

「
関
心
が
あ
る
」
と
回
答
。

次
い
で
、
「
託
児
所
や
児
童

館
な
ど
の
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
商
店
街
へ
の
誘
致
」

「
地
方
や
外
国
の
商
店
・
飲

食
店
等
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
の
誘
致
」
な
ど

※
商
店
街
と
の
比
較

「
専

門
性
を
持
っ
た
診
療
所
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
商
店
街
へ
の

誘
致
」
へ
の
関
心
が
高
い
。

※
区
民
と
の
比
較

「
商
店

街
内
の
複
数
の
店
舗
と
連
携

し
た
移
動
販
売
・
配
送
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
」
と
「
創
業
・

企
業
家
の
活
動
拠
点
の
誘

致
」
へ
の
関
心
が
低
い
。

◇
区
民
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
か
ら
見
た
「
今
後
の
商

店
街
活
性
化
の
方
向
性
」

　
「
空
き
店
舗
等
を
活
用
し

た
公
益
的
機
能
（
休
憩
所
、

情
報
拠
点
等
）
の
整
備
」
に

つ
い
て
、
７
割
が
「
す
ぐ
に

欲
し
い
」
「
あ
れ
ば
良
い
」

と
回
答
。
次
い
で
、
「
地
方

や
外
国
の
商
店
・
飲
食
店
等

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
誘

致
」
「
商
店
街
内
の
複
数
の

店
舗
と
連
携
し
た
移
動
販
売

・
配
送
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
」

な
ど

※
商
店
街
と
の
比
較

「
専

門
性
を
持
っ
た
診
療
所
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
商
店
街
へ
の

誘
致
」
へ
の
関
心
が
高
い
。

※
個
店
と
の
比
較

「
商
店

街
の
複
数
の
店
舗
と
連
携
し

た
移
動
販
売
・
配
送
サ
ー
ビ

ス
」
と
「
大
田
区
内
の
観
光

資
源
を
巡
る
ツ
ア
ー
の
開

発
」
へ
の
関
心
が
高
い
。

◇
調
査
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

方
向
性

　
▼
商
店
街
・
個
店
・
消
費

者
の
間
で
価
値
観
を
共
有
す

る
こ
と
（
共
創
）

　
周
辺
都
市
と
の
競
合
な
ど

の
外
部
環
境
の
変
化
が
商
店

街
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

一
方
で
、
創
意
工
夫
を
重
ね

た
活
動
に
よ
っ
て
、
生
鮮
三

品
を
は
じ
め
と
し
た
消
費
者

の
購
買
を
、
商
店
街
に
引
き

つ
け
て
い
る
。
商
店
街
活
動

を
通
じ
て
商
店
街
・
個
店
・

消
費
者
の
間
で
、
商
い
は
も

と
よ
り
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
価
値
観
を
共
有
し
て
い
く

取
り
組
み
を
重
ね
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
▼
商
店
街
・
個
店
の
創
意

工
夫
と
消
費
者
と
と
も
に
進

め
る
地
域
づ
く
り

　
商
店
街
は
、
今
後
は
町
会

・
自
治
会
は
も
ち
ろ
ん
、
他

の
商
店
街
、
地
域
住
民
や
地

域
団
体
、
小
中
高
校
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
の
連
携
す
る
意
向
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
連

携
を
通
じ
て
、
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向

け
て
、
羽
田
空
港
を
利
用
す

る
訪
日
外
国
人
や
区
外
の
方

も
踏
ま
え
た
集
客
を
目
指
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
商
店
街
で

は
、
地
域
の
防
犯
・
防
災
や

地
域
と
の
連
携
協
働
に
よ
る

商
い
の
展
開
が
求
め
ら
れ

る
。
商
店
街
・
個
店
に
は
、

そ
の
た
め
の
創
意
工
夫
を
重

ね
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
生

み
出
す
場
で
も
あ
り
、
住
民

と
と
も
に
創
造
性
豊
か
な
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

◇
モ
デ
ル
商
店
街
事
業
へ
の

提
案
（
事
業
案
）

　
▼
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

公
益
的
機
能
（
休
憩
所
・
情

報
拠
点
な
ど
）
の
整
備

　
▼
外
国
語
に
よ
る
商
店
街

周
辺
や
店
舗
の
情
報
提
供

　
▼
大
田
区
内
の
観
光
資
源

を
巡
る
ツ
ア
ー
の
開
発

　
▼
商
店
街
の
複
数
の
店
舗

と
連
携
し
た
移
動
販
売
・
配

送
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

　
▼
創
業
・
企
業
家
等
の
活

動
拠
点
の
商
店
街
へ
の
誘
致

　
▼
大
田
区
の
観
光
資
源
を

巡
る
ツ
ア
ー
の
開
発
（
商
店

街
と
銭
湯
と
の
連
携
）

図：商店街活動の活発度と生鮮食料品の
購入における商店街の利用度の関係


